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①移住関係
■移住ツアーアテンド

「うすきおためし暮らし」

2019.7.26~28、2019.11.9~11、2019.1.31~2.2

■移住フェアにて臼杵を紹介

「おおいた暮らし塾in東京」2019.3.15

「おおいた暮らし塾in大阪」2019.5.25

■移住者交流会スタッフとして

「つながりみ〜てぃんぐ」2019.12.7

＜一緒にお仕事させていただいた皆さん＞

・臼杵市役所秘書総合政策課
・市民生活推進課
・ひとねるアカデミーの皆さん
・ふるさと支援回帰センターおおいた窓口相
談センター

県外へフェアに出向き臼杵を紹介し、実際に移住ツアーに
きていただいた方をアテンドし、移住への意識を高めてもら
い、実際に移住した方達が繋がれる場づくりをしました。
一連の流れの中で、それその場面でダイレクトに反応を聞く
ことができ、移住を訴求するPR戦略までつなげることができ
ました。



②子育て関係

自然体験モニター体験

「親子で育ち合おう思いっきり海遊び編」

2019.8.9

＠旧豊洋中学校周辺

＜一緒にお仕事させていただいた皆さん＞
・臼杵市役所秘書総合政策課
・ひとねるアカデミーの皆さん

臼杵の自然を使って子どもたちの学びの場にすることは、実は住
んでいながらあまり活用していないことに気づきました。
この企画の優れていた点は、子どもに学びの場を与えるだけでな
く、親も一緒に学べたこと。リスクマネジメントの話から自然体
験学習がもたらす脳への刺激まで、大人も新たな発見をすること
でさらに子どもたちにもたらす恩恵が増えることを知り、もっと
臼杵の自然環境を利用した体験を子どもにさせたいと強く感じた
企画でした。



＜一緒にお仕事させていただいた皆さん＞

・コンパルホール関係者の方々

・河野よし子さん

③国民文化祭スピンオフ企画

GO ANAI水鏡SUIKYOU PHOTO EXHIBITION
写真回顧展 2019.2.2~2.17

前年に開催した国民文化祭での「水鏡」という舞台を、臼杵市在住の
河野よし子さんが撮影してくださいました。その回顧展をコンパルホールさん協力のも
と開催しました。当日はケーブルさんが撮ってくださった動画の上映もあり、舞台を観
にきてくださった方が再度足を運んでくださったりと、思い出深い時間を過ごされてお
りました。このような機会をまた臼杵で開催できたら素晴らしいなと感じております。



④ディレクション・
コピーライティング関係

「臼の字、覚えてください」
コピーライティング
臼杵市秘書・総合政策課
デザイン：907

「うすき丸５つの約束」
コピーライティング
臼杵市秘書・総合政策課
デザイン：Yone

「春の食フェス」
コピーライティング
臼杵市おもてなし観光課
デザイン：907

臼杵のイメージを従来のものから脱却させ角度を変えて伝えていくことで、
今までもやのかかっていた1つのシールドのようなものを突き破る勢いが
欲しいと思い制作しました。現場の声やワークショップから出た答えを導
き出し、このようなデザインやコピーが生まれました。



「うすきおためし暮らし」コピーライティング
臼杵市秘書・総合政策課 デザイン：sacca

東京や大阪といった全国規模の移住フェアに行くと痛感するのが、田
舎の風景写真を使った画一的なポスターやチラシ。確かに都心以外、
日本の原風景ってどこも一緒かもしれない。であれば…？から発想を
得たデザインです。目に留まり手に取っていただき、臼杵を知るきっ
かけとなり、ツアーに参加したというお声も聞けました。



ふるさと納税・促進ツール関
係ディレクション
臼杵市秘書・総合政策課
デザイン：Yone

ふるさと納税・封筒
臼杵市秘書・総合政策課
コピーライティング
デザイン：cocosgraphics

「Buy! ローカルCheer! うすき」コピーライティング
臼杵市産業促進課 デザイン：cocos graphics

臼杵の歴史深いところは全国的にみても特徴的であり、PRすべき1つです。
オーソドックスに表現しても埋もれてしまいがちなので、ポップさを出しながら、
しっかりその背景を落とし込んでいくことを大切にしてきました。ちなみに左の
イラストは、実際に資料として現存する祇園祭の絵巻を市に見せていただき、許
可を得て、その一部をデザイナーさんにイラスト化していただいたものです。



⑤USUKI FARMER’S MARKET
ひゃくすた関係
広報・SNS発信

立ち上げから実行委員として携わらせていただいております。生産
者の皆さんの農業への信念を間近で感じることができとても幸せに
思っています。マーケットでは撮影とSNS発信をしますが、私は特
に人の写真を撮るのが好きです。農家さんは野菜のことを話してい
る時が一番幸せそうだし、お客様とのふれあいや子どもたちの笑顔
を見つけてはシャッターを切っていると、こちらが幸せな気分にな
ります。これからも持続できるよう力を入れていきたいと思います。



⑥その他

広報臼杵リニューアルディレクション 広報講習会 講師として 広報うすきエッセイ執筆（全34回）

プレゼンはできれば遭遇したくない仕事の1つですが、この仕事をしていると結構な場面でプレゼンの
機会をありがたくもいただきます（笑）。初めて講師として60分程度話したのが広報講習会でした。
反省点は多々ありますがいい経験をさせていただきました。広報臼杵のリニューアル案やエッセイの
執筆など、臼杵の暮らしの中にヒントを得ることが多く、仕事に暮らしが直結していることを改めて
知る機会となりました。



⑦まとめ
地域おこし協力隊に晴れて合格し、お世話になる部署にご挨拶に
お伺いしたころ、2017年３月。
坂ノ市と臼杵を結ぶ道路「臼坂道路」を通った際の満開の桜に感動
したのを覚えています。

それから3年、移住の取り組みをはじめ、臼杵の農業や文化、自然
などあらゆる分野のお仕事に携わらせていただき、発信してきまし
た。
行政の仕事に携わることで、まちとは何か？ まちづくりとは何
か？を（まだまだ勉強不足ではありますが）教えていただきました。

行政は町の心臓部だと思います。細部まで血を巡らせるためにポン
プし続ける。血が巡らないことには脳は死に、体は動かなくなりま
す。常に見えないところで四六時中動かし続けているそのポンプは、
私たちの暮らしを守り続けてくれていることを知りました。

全てのことは単体で完結するものではなく、臼杵の環境や自然、
人、行政と、常に相互に交わり循環し続けているから町が成り立ち、
暮らしが生まれてゆくのだと実感しています。
切迫する日々に性急に答えを出しがちだった自分が、対話に耳を傾
け熟考を重ねることを、臼杵の方々から学ぶことができました。

これからもアンテナをしっかり張って、一つひとつに納得のゆく答
えを導き出していきたいと考えています。

2020.3月 青木貴絵


